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平成２０年度 揮発性有機化合物（ＶＯＣ）対策功労者の取組報告書 
 
 

部門 ＶＯＣ対策推進部門 
企業名又は団体名 財団法人 鉄道総合技術研究所 事業所名 財団法人 鉄道総合技術研究所

事業所の概要 鉄道技術に関する研究・開発 
事業所の所在地 〒185-0034 
担当部署名 材料技術研究部 防振材料研究室 
取組の名称 塗装系ＥＣＯの開発と「鋼構造物塗装設計施工指針」の改訂と普及 
取組の概要 
（要旨） 

屋外での現場作業となる橋梁の塗替え塗装時に適用する長期耐久型でライフ

サイクルコスト低減が可能であるとともに、中塗り塗料及び上塗り塗料に水系

塗料を用いることで、大幅に環境負荷を低減した塗装系「ＥＣＯ１及びＥＣＯ

２」の研究開発を行い、平成 17 年「鋼構造物塗装設計施工指針」改訂で実用

と各鉄道事業者への普及を積極的に行った。 

取組の内容 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１．背景  
例えば、東京都の平成 17 年度蒸発系固定発生源ＶＯＣ排出量 82,100 トンの

うち屋外塗装が約 30％を占めるなど、屋外塗装に使用される塗料の環境負荷

低減が重要との認識で、塗装作業での環境負荷低減を目的とした有害化学物

質量、ＶＯＣ量低減が求められていた。 
 

２．目的 
 橋梁等の屋外塗装に適用でき長期耐久型でライフサイクルコスト低減が可

能であるとともに、平成 12 年度実績と比較して、有害化学物質量、ＶＯＣ

量とも 30％以上削減可能な塗装系の開発と普及を目的とした。 
 
３．内容 

(1)平成 8 年度より耐久性を保持し中塗り塗料及び上塗り塗料に水系塗料を

用いて環境負荷を低減できる塗装系「ＥＣＯ1 及びＥＣＯ2」の開発研究実

施。 
(2)実橋梁施工試験で実用性を確認し、平成 17 年 5 月の「鋼構造物塗装設計

施工指針」改訂に採用。 
(3)塗装指針や塗装系の説明会、研究会を通じて各鉄道事業者への普及、平成

19 年 2 月の東京都主催「低ＶＯＣセミナー(鉄道編)」への参加、現場実用

時の技術指導などの活動。 
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取組の効果 
1.ＶＯＣ取扱量等 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2. 取組の特徴 

・ＶＯＣ削減効果の実績 
平成 12 年度実績の従来塗装系の中でＶＯＣ量が最も少ない塗装系 B-7 と使

用実績の最も多い塗装系 G-7 との比較を次に示す。なお、ＶＯＣ量は、標準的

な塗替え塗装条件での塗装単位面積(㎡)あたりのＶＯＣ発生量(g)で示す。 
塗装系     B-7   G-7    ECO1   ECO2 

ＶＯＣ量（g/㎡）   90    250      42      36 
 削減率（対 B-7）   ―    ―    約 50％   約 60％ 
 削減率（対 G-7）   ―    ―    約 80％   約 85％    

 
塗装系ＥＣＯ1 の塗替え塗装実績を次に示す。 
・平成 18 年度 JR 東日本 常磐線三河島こ線線路橋 2,500 ㎡、他 4,275 ㎡

・平成 19 年度 JR 東日本 有楽町駅中央口架道橋 1,197 ㎡、他 5,155 ㎡ 
東京地下鉄(株) 日比谷線中目黒駅付近高架橋 1,300 ㎡ 

 
・数値以外で示すＶＯＣ削減効果の実績 
1 水系塗料が屋外塗装に適用可能であることの実証と意識改革 
2 水系塗料を用いても耐久性低下に至らないことの実証と意識改革 
 
・取組の困難さ、斬新さ、応用性・汎用性、コストパフォーマンス等 
1 開発当初の水系塗料に対する根強い偏見（屋外使用困難、低耐久性など）

を払拭できる材料開発。 
2 ＶＯＣ削減と同時に、ＰＲＴＲ法の指定化学物質を対象とした有害化学物

質量の削減も同時に達成できた。 
3 従来の高耐久型塗装系に比較して同等以上の耐久性データを示し、ライフ

サイクルでのコスト縮減に貢献できる見通しを得た。 
本件についての取

材、照会等の可否 
(財)鉄道総合技術研究所 総務部 広報で対応可 

本件の詳細情報の 
ウエーブリンク先 

具体的取り組み事例については、東京都主催のセミナー資料をご覧ください。

http://www2.kankyo.metro.tokyo.jp/chem/voc/seminar/seminar1902b.pdf 
 

以下にＶＯＣ削減効果等のグラフ等の図表又は設備、機器等の写真がある場合は掲載すること。 
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